















『日本労働雑誌.lI N 0.400, 1993年 5 月;栗田健「現代イギリス労使関係における労働組合J ~日本
労働協会雑誌.lI N 0.325, 1986年 7 月:山田省三「サッチャ一政権による労使関係法改革J ~日本労
働協会雑誌.lI N 0 . 343, 1988年 2 月，など参照。
(2) 在英日系製造企業のシングノレ・ユニオン協定の内容と問題点に関しては，拙稿「在英日系製造企業
の技術・管理と労使関係一一イギリスの調査・実証研究の検討を中心として一一-J ~産業と経済』第
7巻第 4 号，奈良産業大学経済学会， 1993年，参黒。また，在英日系製造業企業の労使関係に関して
は，下記の研究を参照。
Nick Oliver, Barry Wilkinson, The Japanization of British lndustry: NewDeveloρments in 
the 1990s, Blackwell, 1991.; Ken Khi Pang and Nick Oliver,“Personnel strategy in eleven 
Japanese manufacturing companies in the U. K." Personnel Review No. 17, 31988. ;“The 
Japanese in Britain: employment Policies and Practiceヘ lndustrial Relations Review and 
Reρort No. 470, Augast 1990. 
(3) イギリスの企業におけるノーストライキ協定やシングル・ユニオン協定のひろがりに関しては，下
記の研究を参照。
“ Joint consu1tation and single union deal" , lndustrial Relations Review and Report, September 
1990. ;“single.union deals survey: 1ヘ lndustrial Relations Review and Reρort No. 528, 
January 1993，;“singule・union deals syrvey: 2ヘ lndustrial Relations Review and Reρort No. 
































ヘるイギリスの労働組合組織の動向一一J W産業と経済』第 8巻第 3 ・ 4 号，奈良産業大学経済学会，
1994年 3 月。; Richard Hyman, The Political Economy 01 lndustrial Relations: Theory and 
Practice in a Cold Climate, Macmillan Press, 1989. 
(5) イギリス企業における労使交渉レベルの変化と労使関係管理の進展に関しては下記の研究を参照。
稲上毅『現代英国労働事情一ーサ γ チャーイズム・雇用・労使関係一一』東京大学出版会， 1990年，
3 ベージ"-'141ページ。;岩出博『英国労務管理一ーその歴史と現代の課題一一』有斐閣， 1991年， 63 






観察調査研究」は， W. ブラウン等の『イギリス労使関係の変化の概鮎である。 W. ブラウ























長谷川治清・渡辺峻・安井恒則編，前掲 Hyman， R., Streeck (eds.) , New Technology and 
lndustrial Relations, Blackwel1, 1988. 
(7) Willﾎam Brown (ed.) , The Changing Contours 01 British lndustrial Relations: A Survey 
01 Manufacturing lndustry, Basi1 Blackwel1, 1981. 
(8) ウォ}リック大学労使関係研究所の研究シリーズの成果としては，下記の研究を参照。
Eric Bastone, Ian Boraston and Stephen Frenkel, Shoρ Steward in Action: The Organiza. 
tion of WorkPlace Conflict and Accommodation, Blackwel1, 1977. 
Paul Marginson , P. K. Edwards, Roderick Martin, 10hn Purcell, Keith Sisson, Beyond the 


































( 9) Wi1liam Brown (ed.) , 0ρ. cit. , pp. 5-25. 
(10) Ibid. , p. 9-14. 
(11) Ibid. , p. 8-12. 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(13) 竹田昌次「職場管理と企業内労使関係の再編一一イギリスにおけるショ y プ・スチュワード運動を
めぐってJ u'立命館経営学』第21巻第 1 号(通巻第117号)，参照。





皇室 食 業草関霊 金量葉 機械 器具 衣 煉瓦 製紙ロロ lﾟ . 工 . . . . 務 f 員... 気電 皮毛 木材 刷印. . 語霊 工 . . . た 業学産 寝室 そば の、ー 他
産業 の業産
労使関係の責任をもっ取締役 67.4 92 61 67 68 62 92 56 79 39 59 74 
単に労使関係の責任をもっ取締役 29.8 71 39 28 27 41 5 27 14 10 16 2 
単一の，独立した事業所 27. 7 13 23 20 26 14 15 28 19 48 41 41 
労使関係機能が，過去 5 年間にずっ
35.8 4 29 50 34 56 52 42 27 27 28 20 と重要になった
増大した立法が，より重要な労使関
57.5 70 6 58 61 51 52 41 41 73 56 68 係機能の主要な原因として知られた
















































































(19) Ibid. , pp. 32-33. 
(20) Ibid. , p. 33. 
(21) Ibid. , pp. 33-34. 



































Ronald Dore, Talking Japan Seriously: A Confuction Perspective on Leading Economic Issues, 

































(26) P. K. Edwards, Managing the Factory: A Surrey 01 General Managers, Basil Blackwell. 
























な経営管理方針 (rnacho-rnanagernent) を取り， ニェーテクノロジーの導入を通して，大幅
な人員削減や伝統的な労使関係を破壊する事例も見られる。しかし，多%イギリスの企業で
は，伝統的な労使関係の枠組みを一定限度維持しつつも，労使関係管理の新しいアプローチを









(31) P. K. Edwards. 。ρ. ， cit, p. 135. 
(31) r専制的な経営管理 (macho-management)J としては，タイムズをはじめとする新聞の新編集・
印刷システム移行をめぐって従来交渉関係のあった諸労働組合の交渉権を否定して電子・電気工組合
(EETPU) とのみ対象としてシングル・ユニオン協定を締結したL ・マード y グなどが有名である。
また，在英外資系製造企業を中心として，ニューテクノロジーの導入し， リストラクチュアリシグを
おこない，人員の大量削減などの「専制的な経営管理 (macho-management)J をおこなう企業も見
られだした。(Linda Melvern , The End o[ the Street, Methuen , 1986; Nick Oliver, Barry 

















Batstone, E. , Working Order: WorkPlace lndustrial Relations over Two Decades, Blackwell, 
1984. 
Bastone, E.. Boraston, 1 and Frenkel, S. , Shoρ Steward in Action: The Organization 01 
Work.ρlace Conflict and Accommodation, Blackwell, 1977. 
Brown, W. , (ed.) , The Changing Contours 01 British lndustrial Relations: A Survey 01 
Manulacturing lndustry, Basil Blackwell, 1981. 
Dore, R., Talking ]aρan Seriously: A Conluction Perspective on Leading Economic lssues, 
Athlone Press, 1987. 
Dore, R., British Factory-]aρanese Factory: The Origins 01 National Diversity in lndustrial 
Relations, University of California Press, 1973. (山内靖・永井浩一訳『イギリスの工場・日本の
工場一一労使関係の比較社会学』筑摩書房， 1987年)
Edwards, P. K., Managing the Factory: A Survey 01 General Managers, Basil Blackwell, 1987. 
Edwards, P. K., Conflict at Work: A Materialist Analsis 01 Working Relations, Blackwell, 
1987. 
Marginson, P. , Edwards, P. K., Martin, R., Purcell, J. , Sisson, K., Beyond the Workplace: 
Managing lndustrial Relations in the Multi-Establishment Enter.ρrise， Blackwell, 1988. 
Pang, K. K. and Oliver, N.,“Personnel strategy in eleven Japanese manufacturing companies 
in the U. Kヘ Personnel Review No. 17, 3 1988. 
Sisson, K., (ed.) , Personnel Management in Britain, Blackwell, 1980. 
Wilkinson, B., The ]aρanization 01 British lndustry: New Develo.ρments in the 1990s, Black. 
well, 1992. 
(32) 日英国際比較研究の労作としては，ジョン・スコ?ト，仲田正機，長谷川治清『企業と管理の国際
比較一一英米型と日本型一一』中央経梼社， 1933年。;長谷川治清・渡辺峻・安井恒則編，前掲書。;
中央大学企業研究所 WME技術革新と経営管理一一日・西独・英にみる工作機械企業の国際比較』中
央大学出版部， 1989年，などを参照。
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中央大学企業研究所II'ME技術革新と経営管理一一日・西独・英にみる工作機械企業の国際比較』中央
大学出版部， 1989年。
長谷川治清・渡辺峻・安井恒則編『ニューテクノロジーと企業労働』大月書店， 1991年。
間宏『イギリスの社会と労使関係』日本労働協会， 1974年。
稲上毅『現代英国労働事情一一サッチャーイズム・雇用・労使関係一一』東京大学出版会， 1990年。
岩出博『英国労務管理一ーその歴史と現代の課題一一一』有斐閣， 1991年。
木元進一郎『労働組合と「経営参加JJl 森山書店， 1977年。
木元進一郎『労務管理と労使関係』森山書店， 1986年。
栗田健『労働組合史論』未来社， 1963年。
大河内男・武田春人『企業者活動と企業システム一一大企業体制の日英比較史』東京大学出版会， 1993 
年。
笹川儀三郎・石田和夫『現代企業のホワイトカラー労働下』大月書店， 1984年。
ジョン・スコット，仲田正機，長谷川治清『企業と管理の国際比較一一英米型と日本型一一』中央経済
社， 1993年。
吉田和夫・奥林康司『現代の労務管理』ミネルウゃァ書房， 1991年。
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